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「若者宣言」の文案を練るサマーキャンプ参加者（8月10日） 











  戦争被爆国である日本がその立場を生かし、国際社会の中で核 
  軍縮の議論をリードし、円滑に進行させる。 
被爆地の地方自治体に向けて、以下の行動を求める。 
  30代以下の世代が気軽に核兵器について知り、考える機会をつく 
  る。 
  現在既に行われている被爆地の若者との共同企画実施をさらに 
  活性化させる。 
文科省に向けて、以下の行動を求める。 
  原爆をはじめ、従来の『歴史教育』に加え、戦争経験者の思いを 
  継承し、視野を広く、自らの未来のことを考える力を養成する革新 
  的な『平和教育』を構築する。 
                    2015年11月14日 











































鈴木 達治郎 軍縮シンポジウム  
公開イベントでの「若者宣言」発表の様子（8月10日） 
      ドゥアルテ氏講演の様子 (2015年8月29日 撮影:RECNA) 





























































むことなくその必要性を訴え続けなければならない。           
                   
                  (ひろせ さとし、 RECNA副センター長) 
2015年長崎平和宣言 
広瀬 訓  









             











    〒852-8521 長崎市文教町1-14 
    Tel. 095-819-2164  Fax. 095-819-2165 
    E-mail. ｒecna_staff@ml.nagasaki-u.ac.jp 

























  場所：アルカスSASEBO大会議室A 










講師：David Wright氏、Lisbeth Gronlund氏 
テーマ：｢米国の核兵器政策とミサイル防衛問題｣ 
■平成27年度核兵器廃絶市民講座
  第2回｢核兵器廃絶に向けての市民社会の役割｣ 
















































  -講師：西田充(RECNA客員准教授、外務省専門官) 
■東京にてVulnerability to Terrorism in Nuclear Spent Fuel
 Management Workshopに参加(鈴木センター長) 
■南アフリカ、ケープタウンにてパグウォッシュ会議参加
及び講演(鈴木センター長) 
■サンフランシスコにてPerspectives on 70 years of the
  nuclear age from Berkeley, a birthplace of the atomic 
 bomb Workshop(鈴木センター長) 
編集後記 
先日、ある方の被爆体験を直接聞かせていただく機会があった。しかし、
その方は今までほとんど自分の体験を語ったことがないとのことだった。理由
は「自分には語る資格がないから」らしい。その方は爆心地に近い工場に動
員されていたのだが、偶然８月９日は体調を崩して自宅に居たというのであ
る。結果として直接大きな被害を受けずに済んだので「語る資格がない」とい
うことらしい。そうは言っても被爆直後から友人、知人を探して爆心地付近
を相当歩き回ったという話だった。当然であるが、身近に動員先で亡くなっ
たり、重い傷を負った人もいたようである。しかし、自分はその日に「行かな
かった」ために「助かった」ということが、被爆から何十年経っても心のどこか
に引っかかっていたに違いない。それがなぜ急に私に対して一気に話し始め
たのか、本当の理由はわからないが、私がRECNAで核軍縮の研究に取り組
んでいるからというだけでなく、おそらく私が長崎に「新参」であることと無関係
ではないように感じてしまった。長崎ではかえって「話しにくい」被爆体験とい
うものもあるのかもしれない。 
日本軍縮学会編『軍縮辞典』刊行 
日本で初めての軍縮辞典が信山社から刊行されました。軍縮に関する
820項目を網羅的に収録し、コンパクトに解説した辞典です。編集委員長
は黒澤満RECNA顧問で、朝長万左男顧問、鈴木センター長、広瀬副セン
ター長、中村准教授、梅林客員教授など、RECNA関係者も執筆していま
す。定価は￥5,400です。お近くの書店等でお求めください。 
